
○　本校の概要 令和8年3月3日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

4：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が61％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

１：

３：

２：

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

「挨拶・笑顔・輝く未来～自分たちの学校は
自分たちで創る～」に基づき、当事者意識
をもって課題解決能力の育成を図ってい
る。

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

生徒が多様性を認め合い、グループでの
話し合い活動等において自分の意見や思
いを表現する取組を充実させ、自己肯定感
を高める教育を行っている。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要な
創造力や課題解
決力、情報活用
能力を育成しま
す。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

Ｄ 0

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

◎生徒アンケート「学校
生活は楽しいですか。」
の項目で肯定的な評価
の割合

　　　【９４．４％】

４：　８５％以上

３：　８０％以上

２：　７５％以上

１：　７５％未満

目標に対する成果指標
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成果
評価

令和７年度　大田区立出雲中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

◎ 教育目標       知性を高めよう 　　情操を豊かにしよう 　　健康な人になろう    「挨拶・笑顔・輝く未来」　 ～自分たちの学校は自分たちで創る～ 
◎ 目指す生徒像 

　１　自分で考え、判断し、行動できる生徒（自律） 　２　違いを理解し、他者を尊重する生徒（尊重） 　３　失敗を恐れず他者と協働し、新しいことに挑戦する生徒（創造）

生徒数 ５０４名の大規模校であり、部活動は「地域の中のみんなの学校」として、チーム出雲中で生徒を支援する仕組み作りを実践する。
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学校関係者記入欄

・「主体的・対話的で深い学び」の推進
を目指し、授業や学校行事の際、常に
「振り返り」の指導を定着させたこと
で、生徒が客観的に成果と課題を考
える習慣ができた。

・生徒アンケート「あなたは自分と違う
意見の友達とも感情をコントロールし
ながら話し合うことができますか。」の
項目では、９４．２％の生徒が肯定的
な評価をした。２年前から１６％も向上
しており、本校の目指す生徒像である
「尊重」が生徒の成長が感じられる。

・生徒アンケート「あなたは自ら進んで
あいさつをしていますか。」の項目で
は、肯定的な評価が９２％を超え、朝
礼の機会を活用して「挨拶・笑顔・輝く
未来」を合言葉として徹底した成果が
表れた。

・今後中学校でも導入される「おおた
の未来づくり」を見据えてSTEAM教育
（科学・技術・工学・芸術・数学の５つ
の分野を横断的に学ぶ教育概念）を
推進し、実社会の課題発見・解決力や
新たな価値を創造する力の育成を
図っていく。

・休み時間等に設定している「ふ
れあいタイム」で教員と生徒が談
笑したり、悩みを聞いたりすること
により、信頼関係が生まれ、誰一
人取り残さず、一人ひとりの生徒
を大切に育てる姿勢が生徒の評
価に表れた。
今後も学校が安心・安全な場所と
なるよう推進していく。

・地球規模の課題として、SDGｓの
観点から多摩川清掃等身近なと
ころから興味関心をもち、課題を
発見し、解決する力を育てること
ができた。
次年度は地域と協働した学びに
ついて模索していく。

4

・「自分にはよいところがあると思
いますか。」の項目に関しては、
最上位の「そう思う」と回答した生
徒が５０％であった。これは２年前
と比較すると１１．５％も向上し
た。
日々の活動の「サンキューカード」
や掲示、意見発表等の機会を捉
え、生徒が相互に認め合い、尊重
し合う姿勢が身に付いてきた表れ
である。
今後も継続していきたい。

・小中一貫教育は定期的に話し合
う時間があるが、特別な配慮が必
要な生徒に対しての引継ぎ等が
不十分なことがあるので、養護教
諭や特別支援教室専門員も含め
たきめ細かい引継ぎの方法につ
いて、模索していく必要がある。

・「給食の献立に関する資料や放
送によって食べることに興味をも
ちましたか。」の項目では、肯定的
な評価が８０．９％で、２年前と比
較すると８．６％の向上が見られ
た。給食委員会によるリクエスト
給食、放送委員による献立の説
明等、生徒自身が食に関する興
味・関心を高める工夫を今後も継
続する。

・「授業で自分の考えを発表した
り、友達と話し合ったりする活動を
しましたか。」の項目では、肯定的
な評価が９２．１％であり、２年前
と比較すると５．５％の向上が見ら
れた。今後も対話を通して自分の
考えを発信できるように育成した
い。

4

２：

１：

４：

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

・生徒アンケートのほぼ全ての項目において肯定的評価が高い
ことからも「挨拶・笑顔・輝く未来」～自分たちの学校は自分たち
で創る～という目標（スローガン）に向かって生徒一人ひとりが
努力していることが伺える。「おおたの未来づくり」に向けても視
界良好である。
・１２月の朝、登校途中の２人の女子生徒が後ろから来た私に
道を空けてくれたので、お礼を言ったら一人の生徒が「今日も
一日、元気に頑張ります」と挨拶してくれました。「頑張って
ね！」と返して、こちらも元気をもらいました。
・主体的・対話的な学びを推進する中で、生徒の不規則発言の
扱いが難しいかと思います。授業内容に関連する発言について
は先生方のご配慮で上手に扱って下さる場面を多く見かけま
す。インクルーシブな授業に向けて、先生方にご苦労をおかけ
しますが、よろしくお願い申し上げます。
・情報活用のコンプライアンスなどは親子で学ぶ機会（土曜公
開）などを希望します。
・「挨拶～」の取組項目を特に評価しました。A以上のSは無い
のでAとします。
・他者とのつながりという点でアンケートの結果からも自己肯定
の向上が見られるが、授業公開等で見学すると確かに以前より
も電子黒板やタブレットの利用は当たり前になってきましたが、
もっと工夫が出来るように感じられることもありました。
・今年度のものづくりフォーラムに行き小学校に導入されている
「おおたの未来づくり」の取り組みと「中学の現状を比べるとこ
れから中学でどのような形て推進してくれるのか、とても楽しみ
に感じています。関わる教員に求められるものは多くなるかと
思われますが、小学生よりも中学生にこそ、より大きな目標や
課題をクリエイティブに考え行動できる子どもに育ててほしいと
願っております。
・合唱コンクールでの生徒たちの協働姿勢に感動しました。皆
で力を合わせて自分たちの未来を切り開いてほしいです。

・「学校生活が楽しい」と思えることが一番である。「ふれ
あいタイム」を設定して、教員と生徒がコミュニケーション
を図っていることがすばらしい。日常の何気ない取り組
みこそが大切なのだと、改めて実感した。
・今は外国人の先生の生の英語が聞けて大変良いこと
です。これから英語は特に大切です。
・外国にルーツを持つ生徒やALTの方々ご本人の了解
を得た上で文化や価値観の違いなどを紹介していただく
など身近な国際理解の機会をつくっていただけると助か
ります。言葉の壁もあり、なかなか日本になじめない生
徒も毎年何名か見受けられます。
・ALTの方がER（不登校支援教室）の生徒と英語ゲーム
などの交流を持ってくださり感謝しています。
・おおた教育ビジョンの項目とも合致しており、評価でき
ると思います。
・折角の地の利、羽田空港に近いことをもっと上手く活用
し、英語だけでなく様々なことで空港とのつながり強化を
目指してほしいと思います。また、この地に残されている
地域資源を活用し、それはこの地域で育っている子ども
達だけでなく、教員にもその文化等を知ってもらうことが
出来るとより豊かな地域へと結びつけるかと思います。
・全国的にキャリア教育に力を入れる傾向ですが、子ど
も達には今すぐ職業を決めなさいと言われているみたい
でプレッシャーを感じている様です。キャリア教育は社会
を知る機会であり、職業を決めることではないことをきち
んと説明する必要があると思いました。

・生徒の自己肯定感が高いことに驚いた。これは日頃の
取り組みの成果である。生徒同士がお互いに認め合い、
尊重し合うことができるのは素晴らしい。理想的な姿であ
る。
・特別な配慮を要する児童・生徒の引継ぎは時間を惜し
まずしっかりとやっていきたい。（小学校側としても）
・学校での先生のご指導と家庭での協力が必要です。先
生方は大変頑張っておられると思います。
・助産師講演会は生徒たちが命について考える上で、大
変貴重な機会です。いつもありがとうございます。
・生徒たちが悪口として「死ね！！」「障害！！」という言
葉を使用する場面を少なからず見かけます。「障害の社
会もでる」＝障害は心身の機能の問題ではなく社会の側
にある」という考え方など、人権感覚と共に学ぶ機会を
増やしてほしいと考えます。
・道徳の公開授業等も活発な様子が見られ、一つのテー
マに対して各クラスごとに独自の取り組みがあったりとと
ても面白いものでありました。子ども達が授業中での意
見発表を通じて自己肯定力、事故発信力を育てている
姿も見られて発言する大切さだと感じられました。
・学校運営教委議会での給食試食会もとても良い取り組
みでした。過去にはPTA等ではこのような試食会はあり
ましたが、この学運協のような地域の方々、今の給食を
伝えていくことには理解に結びつく大事な機会になって
いると思います。
・小中一貫教育の情報の共有化は、昔から求められてき
ましたが、なかなか難しく中一プログラム等は決して中学
だけの問題ではなく、本当の連携が必要で大切であると
思います。また、高校への情報の引継ぎも同じように大
切であり高校でも悩まれることも多々あり、その生徒の
将来へもつうながることなので、そこも強化してほしいと
ころです。
・青少年の自死者数が記録を更新している現在、生きる
力が弱くなっている気がします。多様性が認められる、
心の学習が大切だと思いました。

◎生徒アンケート「先生
の授業は、教え方や教
材の工夫がされている
と思いますか。（電子黒
板、タブレットの使用を
含む）の肯定的な評価
の割合

　　　【９４．８％】

４：　８５％以上

３：　８０％以上

２：　７５％以上

１：　７５％未満
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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◎生徒アンケート「自分
にはよいところがあると
思いますか。」の肯定的
な評価

　　　【８５．２％】

４：　８５％以上

３：　８０％以上

２：　７５％以上

１：　７５％未満
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４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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１：

Ｄ 0

Ａ 4

0

Ｃ 0

４：

３：

２：

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

３：

1

Ｂ 4

Ｄ

2

◎生徒アンケート「あな
たは将来、人や社会の
ために役に立ちたいと
思いますか。」の肯定的
な評価

　　　【９３．３％】

４：　８５％以上

３：　８０％以上

２：　７５％以上

１：　７５％未満

・本校の合言葉「地域の中のみんなの
学校」が定着し、地域行事に生徒が自
主的に参加し活躍する場面がたくさん
見られたことは大きな成果である。

・２年前から始めた「町会長と生徒会
本部役員との意見交換会」も定着し、
顔の見える関係を築き上げている。ま
た、避難所防災訓練（HUG体験）やあ
いさつ運動、ガーデンパーティ、ふれ
あい祭りはもとより、社会を明るくする
運動の取り組みで羽田中、糀谷中の
吹奏楽部とともに３校合同演奏会に挑
戦できたことは貴重な体験となった。
地域のこどもたちが横の連携で自分
たちの地域を活性化させる経験を今
後も続けていきたい。

・スマイルサポートにおける学習会に
ついては、参加した生徒にとっては有
意義なものになっているが、本来支援
が必要な生徒（基礎学力が定着して
いない生徒）は参加しないという課題
がある。部活動との兼ね合いもある
が、声かけ等を工夫する。

Ｄ 0

Ｃ 0

１：

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人
ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

「わかる授業」の指導方法について試行錯
誤し、授業改善（学び合い・ICT活用等）を
意識している。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

不登校傾向の生徒に対し、寄り添いながら
保護者や関係機関と連携して安心・安全な
居場所につなぐよう支援している。

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

Ａ 7

◎生徒アンケート「先生
の授業は分かりやすく、
質問に対してもていね
いに対応してくれます
か。」の肯定的な評価
の割合

　　　【９４．０％】

４：　８５％以上

３：　８０％以上

２：　７５％以上

１：　７５％未満

２：

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。
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２：

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

Ｂ

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

４：

２：

３：

３：

◎生徒アンケート「あな
たは自分の行動で学校
をよりよくしようとしてい
ますか。」の肯定的な評
価

　　　　【７９．２％】

４：　８５％以上

３：　８０％以上

２：　７５％以上

１：　７５％未満

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

４：

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

１：

◎生徒アンケート「学校
はいじめや暴力のない
学校づくりに取り組んで
いると思いますか。」の
肯定的な評価

　　　【９１．４％】

４：　８５％以上

３：　８０％以上

２：　７５％以上

１：　７５％未満

４：

１：

Ｃ

Ｃ

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

0

Ａ 7

Ｂ

Ｄ

・「あなたは、自分の行動で学校をより
よくしようとしていますか。」の項目で
は肯定的評価が７９．２％であった。２
年前と比較すると、７．２％の向上が
見られるが将来社会を支える人材と
なることを考えると十分とは言えない。
生徒が学校と社会がつながっているこ
とを理解し、学んだことを生かしていく
姿勢を支えることで、生徒の意識も変
わっていくと考えるので実践していき
たい。

・避難訓練は年間計画に基づいて意
図的・計画的に実施することができ
た。さまざまな場面を想定し、自分で
考え、判断して行動できるよう引き続
き指導をしていく。

・不審者対応訓練については、蒲田警
察のご協力で全校に講話をしていた
だく等連携することができた。次年度
も連携を密にして危機管理能力を身
に付けさせたい。

・「学校はいじめや暴力のない学校づ
くりに取り組んでいると思いますか。」
の項目では肯定的評価が９１．４％で
あり、２年前と比較し１０．８％大きく向
上した。いじめの未然防止・早期発
見・早期解決に向け、教職員が学年
の枠を越えて対応したことが大きな成
果につながった。また、あいさつ運動
や、保護司、保護司OBによる見守り
等、学校、保護者、地域が一体となっ
て健全育成を図った成果でもあると捉
えている。今後も継続したい。

・「あなたは命を大切にし、人を傷つけ
る言動をしないように心がけています
か。」の項目では９４．１％の生徒が肯
定的評価をしている。しかし、SNSトラ
ブルがなくならないことに危機感をもっ
ているため、次年度は保護者や関係
機関も巻き込んだ施策を考える必要
がある。

・不登校生徒のためのER（校内別室）
が軌道にのり、さまざまな活動を通し
て登校に前向きになる生徒が増えて
いることは大きな成果である。次年度
は環境整備や教室に戻るための準備
について、生徒と共に考えていきた
い。

4

0

Ｂ 1

2

・生徒アンケートの結果は、生徒が謙虚に答えている結
果とも考えられる。多少時間がかかるかもしれないが、
必ずや肯定的な評価が上昇していくであろう。今はまさ
に「大人の階段」を上るための準備期間と言える。
・学校や地域、家庭と連携して安全についての情報を発
信して共有することが大切と思います。
・防災教育や安全教育は地域と連携して行うことが出来
るのでぜひ地域と連携していただきたい。また、生徒の
委員会活動でも「防災委員」や「安全委員」などの設置も
日常的な安全意識の向上につながると考えます。
・不審者対応の件もふまえ総合的に評価しました。高校
側も協力体制でできることがあればと思っています。
・普段から子ども達の行動は規範意識が感じられること
もありアンケートからも社会や学校のきまりやルールに
対して大切にしていることが伝わってきます。この様な思
いが自覚につながっているように感じられます。校門の
施錠も厳しく管理されていると思います。
・評価はちょっと厳しい気がしますが、一般的な安心・安
全な環境づくりの基準は満たしていると思います。

・出雲中の生徒が、地域行事を中心に様々な活動場面
において大活躍している。出雲中の生徒を見ない日はな
いというくらい…。これだけ学校外でも活躍する生徒が増
えた背景には、出雲中の組織一丸となった地道な教育
活動の努力があったことと思う。
・「レモネードスタンド」として、小児がん支援の活動を
行っていることに感動した。素晴らしい活動である。
・朝の挨拶運動に参加しました。生徒は早めに登校し元
気に挨拶を返してくれました。
・家庭や地域を対象とした学びの場についてより一層推
進していく必要を感じている。
・前回の協議でのPTAの関わりについての課題について
総合的に評価しました。
・近隣の中学校と比べても地域とのつながりを大事にし
ていると感じられます。特に町会と生徒会役員との意見
交換会は地域と子ども達が様々な意見や考えを直接伝
え合う貴重な機会であり素晴らしい取り組みで今後にも
つなげていきたいと思います　また、町会や保護司、民
生委員、PTA、OB等のメンバーで続けている毎学期ごと
の数日の挨拶運動も子ども達の現状を一緒に見てもら
いながらも学校へ来てもらういい機会としてとらえてほし
いと思います。
・スマイルサポートによる英語検定、漢字検定準備会は
面接のいい取り組みをしており、子ども達にも伝わってき
ているが、学力向上に向けた勉強会への参加者の減少
はスマイルサポートの課題としてとらえております。
・地域と学校の繋がりは、生徒会と地域の懇談会等、良
くなっていると思います。今後とも、色々なボランティア活
動を通じて、ますます地域で活躍する出雲中生を期待し
ます。

・生徒のアンケートからも教員が分かりやすく丁寧な指
導を心掛け、実践していることがわかる。また、日頃から
教員が生徒一人ひとりに温かく笑顔で対応している場面
をよく見かける。（授業中はもちろん、それ以外の時でも
…）そのためには、時間的、精神的なゆとりが必要であ
る。これからも、働き方改革を進めながら、心にゆとりを
もって効率的に業務を進めていくことが大切である。
・先生方はいつも前向きに授業内容など努力しておられ
ると思います。
・先生方の授業は皆さん工夫されていて、テンポも良く分
かりやすいと感じます。ご指導、ありがとうございます。
・放課後・土曜日の補習の項目が気になりました。
・これは決して本校だけの問題ではなく大きな教育の問
題であるところの教員の指導力格差を感じます。若手、
ベテランとOJT等で相互学習もされて学科的なことは経
験値等でこれからの向上は考えられるので良いかと思
います。
。気になった点は、教室内で感じる、本当に見てほしいこ
と、日頃からの細々としたこと、厳しさと信頼関係へ向け
たこと、そこでの一言の重さ等、普通の姿がとても上手
にやられる教員の方の力を伝えられないもどかしさを感
じるクラスがあるのも事実です。
・出雲中でのICTの活用はすっかり定着してきたと思いま
す。
・教師の働き方改革が進む中、部活の外部委託化等で
教師の役割も明確になってきていると思います。ますま
す授業力の向上に励んでもらえたらと思います。

・「先生の授業は分かりやすく、質問に
対してもていねいに対応してくれます
か。」の項目に対して、最上位の「そう
思う」と回答した生徒が４７．３％で
あった。これは２年前と比較すると１
２．８％大きく向上し、教員が生徒に向
き合い、適切な授業を実践しようと努
力していることを表している。
一方で、「あなたは授業の内容を理解
し、学力が向上していると思います
か。」の項目では肯定的な評価は８
２．２％に留まった。個別最適化した学
びについて、教員研修等を通してさら
に取り組んでいく必要がある。

・本校の教員は、休み時間や昼休み
等の時間に「ふれあいタイム」を設定
し、生徒とコミュニケーションを密に
とっているため信頼関係は概ね構築
できている。
一方で授業準備等に割く時間の確保
は必須であり、働き方改革の進め方を
工夫したい。役割分担の平準化や効
率的な業務への仕組み作りを推進し
ていく。
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・生徒による高い肯定的な評価は素晴らしい。学校の組
織としての取り組みはもちろんのこと、地域との交流や
連携による成果だと思う。多種多様な地域との交流から
も、まさに地域の中の学校と言える。
・大きな成果となっているERについて、その取り組みの
詳細をもっと理解し、本校でも取り入れていきたい。（小
学校より）
・不登校や教室に入れない生徒に対し、別の場所を用意
したり講師を派遣し生徒の学校生活を援助しています。
・カウンセラーの先生方が精力的かつ丁寧に相談にのっ
てくださり大変ありがたいです。
・インクルーシブ教育システムの構築上、「マジョリティの
意識の変容」が重要だと学びました。また「要配慮生徒
群」が常に固定されてしまうことにも自覚的である必要が
あるとのことで、周辺生徒の支援的かかわりや排除しな
いムード、また、場面ごとの幅広い合理的配慮について
も、親子で学べる機会があると良いと思います。
・別室での教育活動の取組について評価しました。
・不登校生徒のためのER（校内別室）がとても上手く機
能していることからも、また、その生徒達がERを通じて本
来の教室へ戻ることが出来た事例など、学校の子ども達
に寄り添った取り組みが感じられ、BBSの大学生との連
携等も、何を第一に考え活動しているのかが伝わってき
ました。ERに集まった子ども達の顔つき、様子が変わっ
てきたことがストレートに感じられ、環境整備やその受け
入れ対応、支援体制についてきめ細やかさがあり評価し
たいと思いました。いじめ等に対しても校内で同一の見
解を持った取り組みがあり、落ち着いた学校に結びつい
ていると感じています。何かあった時でも、校長・学校か
らの情報伝達があり、これはなかなか難しいことながら
地域を含めての問題意識の共有と信頼への構築となっ
ています。
・出雲中での不登校の生徒達への配慮はとても進んで
いると思います。無理に教室に戻す必要はなく、それぞ
れの個性が伸ばせる環境が作れたらと思います。


